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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・転倒転落スコアシート、LASMIの評価入力について
　対象者：2022年2月以降の新規・再開の青陽館利用者様
　　　　　赤石　陽介様・寺地　啓喜様・大久保　恵様・小山　優様・森田　清助様
　　　　　山本　真智子様・草野　秀光様・竹洞　総子様・雫石　めぐ美様・

三浦　なつみ様・前田　有理様・藤村　翔様・赤間　健太様・沢代　文男様

電カルへアップデートまで行いましょう。

・医療福祉学会PPTの締め切りは10月15日まで
・疾患別診療計画書 サイン/アップロード締切 10月31日まで
・院内研修：６回目、10月20～10月31日まで

＜利用者様情報＞
デイケア
・成田　峻様　　～病院相談員 宇津木澤PSWから連絡あり。前回9/28診察時に「何もやることがなくて困っています。やる気がでないというかそんな感じ。デイケアに行ってみようかな。」とデイケアの利用希望が聞かれ、その際に相談員からも青陽館パンフレットを用い簡易的に説明を行って活動場所の確保を目的に通所を促したとの事。実際に見学をしてみたいとのことで日程を調整し10/14(金)11：00に青南病院外来にて待ち合わせし、見学を実施する事としている。
・関　秀治様　　～本人より入電あり。昨日10/9（日）札幌市から帰省した兄弟と一緒に外食をしたが、デイケアに行っても良いかと話している。管理者と相談し、接触から3日間は利用を控えて頂き、体調不良が無い事を確認してから10/13（木）より利用再開としたい旨を本人、グループホーム世話人へ伝え、終話している。
・三浦　久司様　～青山荘スタッフ(高橋氏、藤嶋氏)同伴で青陽館見学を実施。デイケア見学に至った経緯を尋ねると、青山荘退所が年末に控えていて今後の生活の場としてグループホーム入居を考えているが、就労については主治医と相談した結果、まずはデイケア通所をする方向性に決まったためと言う。以前に就労移行支援事業所プラーナに参加していた経験が有るが、そこは就労に向けたプログラムが多く、面白味が無かったとの事であり、就労は焦らずまずは知見や視野を広げる為にデイケア参加をしたいと話している。青陽館概要について紹介しつつ、青山荘内でもプログラム参加せず自主活動として自主学習の時間を取っていることが多いとのことであり、デイケア参加した際にも自身のペースで過ごして構わないことを伝えている。プログラム種別については、就労支援プログラムと再発予防プログラム、統合失調症プログラムに興味が有ることを話しており、病状については「自分としては安定していると思っています」とのこと。12月末の退所までに是非体験利用をして頂きたいことを伝えると本人様も希望されており、後日日程調整することとしている。
・塚本　勝昭様　～本日よりデイケア利用開始となる。

ショートケア

・特記無し。
デイナイトケア
・特記なし。
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